

















































































竹取物語は、 「物語の親」とも呼ばれ、日本で現存する最古の作り物語とされている。平安中期には「竹取の翁の物語」 、 「かぐや姫
の物語」とも呼ばれた。成立は仮名が普及した平安時代の初期（九世紀から一〇世紀にかけて）と推定される。また、 作者については、仮名 文章力 中国神話や仏教などの事物が出てくることから、漢籍の教養も深い知識人 よっ 書かれたのではない と考えられている。源順、源融、僧正遍昭等の作者説がある 、成立年と同様推測の域を出ない。　
広く知られているとおり、 『源氏 』 「絵合」帖には『竹取物語』に関する記述がある。同帖において、光源氏と弘徽殿女御 父権




















…」と書かれている。また本章の冒頭で述べたように、 「絵合」帖で光源氏と弘徽殿女御の父権中納言が手持ちの絵の優劣を競う以下の場面がある（新日本古典文学大系二〇、 一七六頁より引用） 。
　
物語の出で来はじめの親なる竹取の翁に宇津保の俊蔭を合はせて争ふ。 「なよ竹の世々に古りにけること、をかしきふしもなけ
れど、かくや姫のこの世の濁りにも穢れず、はるかに思ひのぼれる契りたかく、神世のことなめれば、あさはかなる女、目及ばぬならむかし」と言ふ。右は、かぐや姫ののぼりけむ雲居はげに及ばぬことなれば、誰も知りがたし。この世の契りは竹の中に結びければ、下れる人のことと そは見ゆめれ。ひとつ家の内は照らしけめど、ももしきのかしこき御光には並 ずなりにけり。阿部のおほしが千々の金を棄てて、火鼠の思ひ片時に消えたるもいとあへなし。車持の親王の、まことの蓬莱の深き心も知りながら、いつはりて玉の枝に瑕をつけたるをあやまちとなす 絵は、巨勢相覧、手は、紀貫之書けり。紙屋紙に唐の綺を陪して 赤紫の表紙、紫檀 軸、世 常のよそひなり。
　
傍線部に「紫檀の軸」とあることから、ここで登場する絵を伴った『竹取物語』が、冊子本ではなく絵巻物として想定されているこ






































































































































































































































































































とある。大きさは、上中下巻とも 縦三三㎝、長さは上巻が一四〇〇㎝、中巻が 三七四㎝、 巻が一四四〇㎝。絵は上巻が六段、中巻が七段、下巻が五段の計 八段。詞書は古本系統であること 針本正行氏によって指摘されている。なお、下巻に錯簡があり現行の詞書では、第一紙「かくやひめかたち世に…かの御使にたいめんし給へといへはかくやひめよきかたちにも」の後に、 「あらすいかてかみゆきといへはうたてものたまふ のみかとの御使…」と、下巻最後の場面の詞書が続く。（３） 諏訪市本／巻子装、 上中下三巻の奈良絵本。大きさは、 上中下巻ともに縦三三㎝、 長さは上巻九五七㎝、 中巻九九五㎝、 下巻九二六㎝。絵は上巻五段、中 五段、下五段の計一五段。高島藩主諏訪家旧蔵。絵は各巻五段分あるが、詞書と絵が対応し ない箇所や錯簡と思われる箇所がある。（４）国会図書館本／巻子装、上中下三巻。絵は上 六段、中巻六段、下 六段の計一八段。詞書は、正保三年（一六四六）刊の版本に近いことが指摘されてい（５）九曜本／巻子装、上中下三巻。各巻の外題には、本文と同筆で「竹とり物語
　
上（中・下） 」とある。大きさは、上中下巻ともに










































唐から火鼠 皮が到着。燃 さ 偽物だとばれる。 （挿図６）
図七
　　






帝の使者房子翁 訪問 幸。月に嘆くかぐや姫 （挿図９）
図一〇
　





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































を異空間と現実空間を隔て ために用いる場合がある。例 して「信貴山縁起絵巻」を挙げる。同絵巻では、場面を分割する際に、しばしば霞が用いられている。例えば尼公巻では、尼公 長い旅の様子を描く時に、旅で訪れる土地を隔てる為に使われる。 「信貴山縁起絵巻」の は、輪郭のな 淡い青色で描かれる場合が多い。この うに、平安 代後期の絵巻に用いられている霞技法の場合は、機能的に有用なものとして使われていた。この画面を区切ることが出来る霞は、中世には掛幅形式の説話画におい も、多くの作品で場面の文節のために用いられるようにもなった。しかし、中世絵巻においては、霞が徐々 形式化され単な 装飾的モチーフとして 傾向を強める。画面の上下に沿っ 帯 よう 描かれ、その一部が流線型 輪郭を描い いるような場合も多い。このような霞は、時として作画 そのも を狭めてしまう い こと もつな る。室町時代になると直線的な霞は半円 の輪郭 なってさらに形式化が進む。同時に、霞が画面 中央も覆うよ になる。中世末期には この手法が洛中洛外図屏風 ど大画面絵画において金雲と う に変わり活用されるようにもなっ 。　
また奈良絵本でも霞は多用されている。奈良絵本の様式分析を行った伊藤慎吾氏は、奈良絵本を、地の素材や彩色によって大きく三


































































































































































































14）渡辺雅子「 『竹取物語』絵本―メトロポリタン美術館蔵を中心にして―」 （ 『中古文学』八十六号、二〇一 年）
（






































（ 『徳川美術館論集』六号、二〇一〇年） 、 「特集
 公開場面シンポジウム
 幻の「源氏物語絵巻」をもとめて」 （ 『立教大学日本学研究所年報』八号、二
〇一一年） 、小嶋菜温子他「座談会世界の源氏物語絵―いまなぜ光があてられたか―」 （ 『アナホリッシュ國文学』四号、二〇一三年）参照。
（
25）小嶋菜温子他「座談会世界の源氏物語 いまなぜ光があてられたか―」 （ 『 ナホリッシュ國文学』 号、二〇一三年）
挿図に関しては、小嶋菜温子他『竹取物語絵巻
　
チェスター・ビーティー・ライブラリィ所蔵』 （勉誠出版、二〇〇八年）より転載。
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